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白書分科会の取り組み

Beyond 5G推進コンソーシアム
白書分科会 主査

NTTドコモ 中村 武宏

資料27-3



Beyond 5G推進戦略ロードマップ（概要）

社会全体のデジタル化推進

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

COVID-19
流行 ウィズコロナ／ポストコロナ

移動通信システム
の進化

社会情勢

機能強化された5G
(Stand Alone)

初期の5G
（Non Stand Alone)

B5G
(6G)

取組の加速化フェーズ先行的取組フェーズ

第 6 期科学技術基本計画

要素技術の開発成果の民間展開要素技術の集中的研究開発

国際標準（技術仕様等）への
反映に向けた活動の加速

体制構築・連携強化・国際標準化活動

Beyond 5G ready な環境実現多様なユースケースの構築

Beyond 5Gの開発・製造基盤強化機能強化された５Ｇの開発・製造基盤強化

Beyond 5Gのセキュリティ確保
（量子暗号システムの社会実装等）

機能強化された５Ｇのセキュリティ確保

あらゆる活動がデジタル前提に

• 超リアルタイム最適化
• 超自律型セキュリティ
• 超テレプレゼンス 等

５Ｇ・光ファイバ網の社会全体への展開

グローバル展開

順次反映 順次反映

連携 連携

▲Beyond 5G新経営戦略センター設置

▲Beyond 5G推進コンソーシアム設置

▲Beyond 5G研究開発プラットフォーム構築

（年）

研究開発戦略

展開戦略

知財・標準化戦略

Beyond 5G推進戦略

▲5Gソリューション提供センター構築

大阪・関西万博 SDGs
目標年

Beyond 5G Ready
B5G Ready Showcase

世界最高レベルの
研究開発環境の実現

サプライチェーンリスクの低減と
市場参入機会の創出

Beyond 5G ready
な環境の実現

空､海､宇宙等あらゆる場所で､あらゆる人に届く通信実現へ

（引用）総務省 Beyond5G推進戦略 https://www.soumu.go.jp/main_content/000702111.pdf

Beyond 5G推進戦略は、2030年代に期待されるInclusive、Sustainable、Dependableな社会を目指したSociety 5.0実現のための取組。

本戦略に基づく先行的取組については、大阪・関西万博が開催される2025年をマイルストーンとして世界に示す。
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Beyond 5G推進コンソーシアム

（引用）総務省資料

第５世代モバイル
推進フォーラム
（5GMF）

既存Beyond 5G推進コンソーシアム

国際委員会企画・戦略委員会

Beyond 5G R&D推進
プラットフォーム

総会

Beyond 5G新経営戦略
センター

・大学教授 等
• 民間企業（通信事業者・ベンダー・観光・

経済・金融・物流等）
• 研究機関 等

・関係省庁 ・5GMF
・公的機関（地方公共団体等） 等

一般会員 個人会員 特別会員

国内外の
学会・教育機関

国内外の
類似活動

連携

Beyond 5G推進体制

支援

Beyond 5G推進タスクフォース

総務省内関係部局で構成

Beyond 5G推進コンソーシアムの活動を支援

※知財取得や国際標準化を
戦略的に推進。

連携

連携・アライアンス締結を目指す

Beyond 5G推進に向けた総合的な戦略の検討
Beyond 5G白書の作成

Beyond 5G推進に向けた国際動向把握
我が国の取組状況の国際的な発信

※テストベッドの構築や研究開発支援を
通じて官民の研究開発を推進。

連携

※相互に特別会員として入会。

 Beyond 5G推進戦略を強力かつ積極的に推進するため、産学官の「Beyond 5G推進コンソーシアム」が設立された。戦略に基づき
実施される具体的な取組の産学官での共有や、取組の加速化と国際連携の促進を目的とする国際カンファレンスの開催などを行う。

 令和２年12月18日に設立総会が開催され、発起人や会長、関係府省庁などの関係者が出席。

会長 五神 真（東京大学教授・第30代総長）

副会長
（五十音順）

井伊 基之（NTTドコモ社長）、澤田 純（NTT社長）、髙橋 誠（KDDI社長）、
徳田 英幸（NICT理事長）、十倉 雅和（経団連会長）、
宮川 潤一（ソフトバンク社長）、山田 善久（楽天モバイル社長）、
吉田 進（第５世代モバイル推進フォーラム会長）

〇会費無料

設立総会 於：帝国ホテル
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白書分科会の推進体制

 2030年代に期待される強靭で活力のある社会を展望し、Beyond 5Gのユースケースや通信の要求条件と技術を明確化する。
 Beyond 5Gコンセプトを早期にとりまとめ世界的に発信し、ITU含む国際的議論に反映するとともに、国際的なイニシアチブを

確立する。
 多様な業界の意見を積極的に取り込みかつ発信し、あらゆる産業界にとって有益なBeyond 5Gコンセプトを作り上げ、国際競争

力強化に貢献する。

主査：中村（NTTドコモ）白書分科会

 2030年頃に想定される社会の検討、ならびに、2030年頃に商用化されるBeyond 5Gに求められるユースケースや要求条
件に関わる検討を行い、白書にまとめること。

ビジョン作業班 リーダ：小西（KDDI総合研究所／KDDI）、サブリーダ： 永田（NTTドコモ）

 Beyond 5Gで利用される技術の動向等について検討を行い、それらが利用者や市場に提供する機能・価値・果たす役割・
期待などを明らかにし、白書にまとめること。

 白書分科会の議論結果を踏まえたITU-R WP5Dへの対応方針策定と寄書のドラフト作業等

技術作業班

WP5D対応Ad Hoc 主査：菅田（KDDI) 、 副主査：武次 (NEC)

リーダ：中村（富士通）、サブリーダ： 下西（NEC）

企画・戦略委員会
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今後のスケジュール 5

2022年3月末に第1版を発行予定
Phased approachで執筆中（0.4版：2021年10月末、0.5版：2022年1月末）

2021 2022 2023

ITU-R
WP5D

10/4-15

★
#39

2/7-18

★
#40

★
#41

★
#42

★
#43

★
#44

2021年10月末

★
第0.4版

日本白書

2022年3月末

★
第1版

2022年1月末

★
第0.5版

2023年3月末

★
第2版

WP5D
Vision WS



白書分科会 ビジョン作業班の活動報告



ビジョン作業班の目的 7

2030年頃に想定される社会の検討、2030年頃に商用化される
Beyond 5Gに求められるユースケースや要求条件に係る検討を行い、
白書にまとめること。

白書分科会

ビジョン作業班 技術作業班

ビジョン作業班の目的



2030年社会検討ワークショップの開催 8

• 「2030年社会検討ワークショップ」を月次で開催
• 多様な業界から広く意見を募り、2030年頃の社会像やユースケースの検討を実施

6/15：第1回
テレコムサービス協会

産業技術総合研究所

7/20：第2回

善光会（介護）

東日本旅客鉄道

日本CFA協会

フジテレビ

医療未来学者 奥氏（個人）

8/3：第3回

文部科学省科学技術・学術政策研究所

PREVENT（医療）

Telexistence（ロボット）

アーチ（アニメ）

アスラテック（ロボット）

9/14：第4回

東芝

Quora

宇宙航空研究開発機構

科学技術振興機構

マッハコーポレーション

10/12：第5回

ヤマト運輸

Shiftall（IoT、メタバース）

トヨタ自動車

• これまでに20の企業・団体・個人より講演
• 今後も月次のワークショップを開催する予定



ワークショップ講演事例：介護・医療業界 9

善光会様より、IoTやAIがリアルタイムに動作し少人数勝つ高品質な介護の実現が、
PREVENT様より、あらゆる方に最適化された疾病管理が提供される将来像が示された。

株式会社PREVENT様社会福祉法人善光会様

データ収集やフィードバックのループが常に回り、あらゆる
方へ個別に最適化された疾病管理が提供される未来。

科学的介護アプローチに基づき、IoTやAIがリアルタイム
に動作する少人数かつ高品質な介護の実現。

医療情報
生活習慣
個人属性

遺伝子情報

生活環境 社会環境

あらゆるデータの集約

最適化アルゴリズムの
常時アップデート

フィードバック

個人へデバイスや
環境へ

政策へ

？

自動運転自動車の活用 スマートハウス化による在宅介護

リアルタイムAIによる介護 ロボット技術による自律福祉用具



ワークショップでの講演事例：物流・運輸業界 10

JR東日本様より、空間を超えて自在にリアルとバーチャルがつながった新しい“くらし”が、
JAXA様より、宇宙コンピューティングや宇宙ストレージが実現する将来像が示された。

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構様東日本旅客鉄道株式会社様

駅・街・移動・通信が融合し、空間を超えて自在にリアルと
バーチャルがつながった新しい“くらし”の提案。

宇宙通信のトレンドは、データからコンピューティングへ移行。
宇宙コンピューティングや宇宙ストレージの検討が進む。

空間を超えてリアルとバーチャルで接続 DataからInformationへ



業界の課題とB5G/6Gへの期待：医療業界 11

身体能力の補助、医療技術開発、健康寿命延伸などの期待する将来像の実現に向けて、
Beyond 5Gならではの超低遅延、超安全、拡張性などの機能が求められる。

Beyond 5G/6Gで求められるもの

1. 超高齢化社会との共生

2. 未知の疾患への対応

3. 医薬品・医療機器開発テクノロジーの発展

現状分析と課題

期待する将来像

1.衰えた身
体機能・能
力の補助・
再現

2.未知の感
染症への即
座対応

3.医療技
術開発

4.超高齢
化社会対応

5.健康寿
命延伸



業界の課題とB5G/6Gへの期待：鉄道業界 12

安心安全、サービスの魅力向上、自動化、まちづくりなどの期待する将来像の実現に向けて、
Beyond 5Gならではの超低遅延、超安全・信頼性、自律性、拡張性が求められる。

Beyond 5G/6Gで求められるもの

1. 事故ゼロと障害発生時の早期復旧
2. インフラ・システムの老朽化
3. 本格的な少子高齢化と人口減少
4. 都市一極集中に対する分散型まちづくり

現状分析と課題

1. 安心安全の取組 2. サービスの魅力向上

3. 自動化 4. まちづくり

期待する将来像

Beyond 5G/6Gの要求条件

安
全
安
心
な
鉄
道
輸
送

4G/5G 現在の業界 Beyond 5G/6G 現在の業界

4G/5G 未来の業界 Beyond 5G/6G 未来の業界

 ドライバレス運転
（超低遅延、超安全・信頼性）

 AI・ロボットによる自動メンテナンス
（超高速・大容量、自律性）

 一部の業務でXRやロボットを導入

 設備監視・保守に
IoTやセンサを活用

 ロボット試験導入

Beyond 5G/6Gの要求条件

最
適
か
つ
シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動

4G/5G 現在の業界 Beyond 5G/6G 現在の業界

4G/5G 未来の業界 Beyond 5G/6G 未来の業界
 MaaSとのシームレスな連携

（超低遅延、自律性）

 キャッシュレス決済の機能強化
（拡張性）

 移動中の車内リモートワーク

 移動情報の入手・
購入・決済がオール
インワンで可能に

 情報入手/購入は別



白書分科会 技術作業班の活動報告



技術作業班の目的

Beyond 5Gで利用される技術の動向等について検討を行い、それらが
利用者や市場に提供する機能・価値・果たす役割・期待などを明らかに
し、白書にまとめること。

白書分科会

ビジョン作業班 技術作業班

技術作業班の目的
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Beyond 5Gに求められる機能等

「Beyond 5G推進戦略」総務省 (2020年6月)
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ユースケースから実現手段(技術)への写像の検討(例)

･
･
･

･
･
･

･
･
･

ユースケース #1

ユースケース#2

ユースケース #3

･
･
･

ユースケース

技術/特長 #1

･
･
･

技術/特長#2

技術/特長#3

実現手段(技術)

ユーザスループット
ガバレッジ

可用性/信頼性
伝送速度
伝統遅延

システム容量
モビリティ(可動性)

収容端末数
省エネ

グリーンな通信網
セキュリティ

・
・
・

性能指標

トラフィック制御
運用/管理

・
・
・

伝送帯域幅
無線周波数帯
電波伝搬

・
・

信頼性
安全性
・
・

機能/特性主題/文脈

テーマ #1

テーマ#2

テーマ#3

･
･
･

･
･
･

技術作業班の所掌範囲
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主要な技術項目に関する検討マップ
Wireless and optical Operation and maintenance Security System platform and applicationA

Technologies for native AI 
based communication

Technologies for Integrated 
terrestrial and NTN

Technologies for integrated 
sensing and 

communication

Technologies to enhance 
the radio interface

Technologies to enhance 
the radio network

Technologies for native
trustworthiness

Technologies to enhance 
energy efficiencyB

Non-Terrestrial Networks technologies Tera Hertz (THz) communications Advanced network TechnologiesC

Network infrastructure architecture,

Disaggregation, Virtualization

6G radio technologies Millimeter and 
Terahertz communications, Flexible 

radio network topology, 
Positioning/Sensing/Battery-less

End –to-end autonomous network Data centric networking
Next generation optical 

communications
D

New radio network 
topology

Coverage extension 
technology including 

non-terrestrial 
networks

Technology for 
further broader 

frequency domain 
and advancement of 
frequency utilization

Further 
advancement of 

massive MIMO and 
wireless transmission 

technologies

Extension of Ultra 
Reliable and Low 

Latency 
Communications 

(URLLC) and 
industrial networks

Multifunctional 
wireless 

communication 
systems

Utilization of AI 
technology in all 

areas

Integration of various 
wireless technologies

Network architectureE

Connection route optimization of  Terrestrial and Non-Terrestrial 
Network (NTN）, Multi-connectivity technologies

High speed and high capacity communication using 
photonics-Electronics Convergence technologies

NTNによるIoST (Internet of Space Things) with NTN, Edge 
computing with (Artificial Intelligence)

F

Limitless connectivity Trustworthy systems Cognitive Network Network-compute fabricG

Key 
Features

Ultra Fast & Large 

Capacity
Ultra Low Latency

Ultra Numerous 
Connectivity

Ultra low power 

consumption

Ultra security and 
resiliency

Autonomy Scalability

Wireless and optical
System platform and 

application
Ultra low power 

consumption
Ultra security and 

resiliency
AutonomyScalabilityKey words
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Beyond 5Gのユースケースと技術のビジョンの関係(検討例)

Wireless 
and 

optical

B5G
SL

B5G
SL

B5G
SL

B5G
SL

B5G
SL

B5G
SL

Technology trends

Beyond 5Gの
ユースケース、

要件等
(ビジョン作業班)

(技術ビジョン
としての)
メッセージ
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白書目次(0.4版, 5章) [1/3]

(as of Oct. 26)

5. Technology trends
5.1 Observations of technology trends towards Beyond 5G

5.1.1 Market trends
5.1.2 Deployment aspect
5.1.3 Technical aspect of radio spectrum [※ For further consideration]

5.2 Technical drivers and enablers
5.2.1 System platform and application

5.2.1.1 Platform technologies
5.2.1.2 Application technologies

5.2.2 Security, resilience and trustworthiness
5.2.2.1 Technologies to enhance security / privacy
5.2.2.2 Technologies for native trustworthiness

5.2.3 Energy efficiency enhancement
5.2.3.1 Technologies to enhance energy efficiency
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白書目次(5章) [3/3]

(as of Oct. 29)

5.2.4 Network coverage extension via non-terrestrial networks(NTN)
5.2.4.1 High Altitude Platform Station(HAPS)
5.2.4.2 Satellite communications
5.2.4.3 Drones communications

5.2.5 Network architecture
5.2.5.1 Network architecture
5.2.5.1(1) Network AI architecture
5.2.5.1(2) User-centric architecture
5.2.5.2 Network control/management
5.2.5.2(1) Application-aware  Intelligent Control
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白書目次(5章) [3/3]

(as of Oct. 29)

5.2.6 Wireless and optical
5.2.6.1 New radio network topology 
5.2.6.2 Technology for wider bandwidth and advancement of frequency 

utilization
5.2.6.3 Further advancement of RAT/air interface
5.2.6.4 Technology to support extreme ultra-reliable and low latency 

communications
5.2.6.5 Technology to enhance energy efficiency and low power consumption
5.2.6.6 Integrated sensing ＆ communications and high-precision positioning 
5.2.6.7 Management of radio access/core network and other wireless systems
5.2.6.8 Technology for native AI based communication
5.2.6.9 Optical communication technology
5.2.6.10 Radio over fiber
5.2.6.11 Optical wireless and acoustic communications
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ご清聴ありがとうございました


